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「協同と葛藤は表裏一体です。協同の成否は葛藤にどう向き合うかによって大

きく左右されがちです。」(Johnson & Johnson, 1995). 

  

私たちの暮らす世界や社会は多様です。そしてその多様性に起因する力のぶつかり合い

（葛藤）があらゆるところに生じています。教室も例外ではありません。年齢、性別、国

籍、障害、性的指向、親の職業、経済状態、学力、体力、運動能力、コミュニケーション

能力、外見、そして性格などなど、様々なカテゴリーでの力関係（ランク）が様々な外的・

内的葛藤を生んでいます。そうした葛藤は個別学習では顕在化しにくいとしても、協同学

習によって学習者間の関係性が深まるにつれて顕在化してきます。 

葛藤は回避すべきなのでしょうか？ 

協同するとは、それにともなう様々な対立葛藤（否定的相互依存）や分裂のリスク（相

互依存ゼロ）を乗り越えて共通の目標達成（肯定的相互依存）に向かうことであると言え

るでしょう。だから、協同学習は多様性・多文化共生にともなう葛藤を困ったこととして

とらえるのでなく、むしろ豊かな学びを可能にする資源としてとらえなおします。実際、

共通の目標に向かって協同することによって偏見が低減し、集団間の人間関係が改善する

ことが実証されています（Slavin, 1990 など）。学習者が協同することを学ぶとは、多様

な差異やそれにともなう対人的・心理的葛藤を乗り越え、それを豊かな人間関係に変容さ

せることを学ぶことに他なりません。 

とはいえ、このような肯定的な学びが得られるようにするには教育ファシリテーターと

しての教師の側に多様性葛藤に対する一定の感受性が必要になってくるでしょう。葛藤変

容に対する学習者の気づきの高まりが協同の促進に直結するからです。協同（学習）のフ

ァシリテーターとはしたがって、葛藤に気づき、それを協同へと変容させる葛藤変容の促

進者であると言うことができるでしょう。 

そこで本ワークショップでは、葛藤変容のグループワークを行い、それを通じて内的・

集団的な葛藤を変容させるためのスキルとメタスキル（協同の精神）を学びます。 

具体的には以下の学びを目標とします。 

 

 

１） 多様性への自覚：具体的な葛藤を取り上げ、それにグループで取り組みます。葛藤状

況にある様々なロール（立場）の立ち位置を設定し、参加者は最も身近に感じる立ち

位置に移動します。ファシリテーターは様々なロールの考えや感情を掘り下げ、対話

させ、「ロールの反転」(Johnson, 1971)などによって対立するロールを自分のものと

して体験することを参加者に促します。この体験によって参加者は多様性（葛藤）へ

の自覚を高め、（協同）教育ファシリテーターとしての成長を実感できるでしょう。 

２） グループファシリテーション：上記グループワークは一種のロールプレイですが、そ

のファシリテーションには様々な工夫があります。たとえばグループのエッジ（限界）

に気づき、それを乗り越える手助けをする工夫とか、話題にはなるが誰もその立場に

立って発言しないロール（ゴーストロール）をグループワークの場に持ち込むといっ

た工夫です。ファシリテーションを学び、各自の教育現場に持ち帰って実践できるよ

うになることを目指します。ロールの布置をマッピングするだけでも葛藤変容に有用

です。 

 

なお、本ワークショップで扱うグループアプローチはプロセスワーク（プロセス指向心

理学）の知見に基づいています（Mindell, 1995 & 2002）。プロセスワークの葛藤変容アプ

ローチは授業、ホームルーム、全校集会、職員会議、地域住民との集いなど、学校コミュ

ニティー内の様々な話し合いの場面に援用していくことができます。協同学習は元来、葛

藤解決理論を背景としており、授業場面のみならず、学校現場全体で生起し続ける多様な

対立・葛藤に向き合い、それをコミュニティー変容の契機としていくことは、多文化共生

社会をめざす協同的教育実践として有意義なことであるにちがいありません。 
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